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サーミスタを用いた温度調節器について
中 )11 孝 之
On the Device of the Temperature Control with the Thermistor. 
Takayuki NAKAGA W A 
1 have investegated two kinds of the devices， which are made for the tempぽature co ntroI 
of the fire plane. They are produced with the thermistor， thyratron， relay a nd many other 
electrical elements， and are chiefly characterized by the opE，ration of the thyratron， namely 
one of these is made using the method of the amplitude control of the thyratron，the other 
of these made using the method of the phase control. 
By the experiments， 1 have found that the former is more accurate tha n the latter as 
for the action of the temperat.ure control. 
1. はしがき
サーミスタの基本的な特性をあら わす抵抗， 温度係数， および熱放散率などの値は， 任意のもの
に出来得るので， その目的に応じたサーミスタを選ぶことによって， 種その装置が試作されているo
これ等の中で温度と 抵抗の特性を用いた温度調節器についてはz 既に二三の報告もあるし， 叉最近
ではこれを用いた調節器も市販されている。
筆者はOS-BT2 (大泉製作所〕なるサーミスタを閉し、て， 2種類の温度調節器を試作した。その
一つは交流ブ リツヂを用い抵抗変化 により生ずる不平衡電圧を増幅し， これを放電管グ リッドに導
き， リレーを働かせ， 電気炉の加熱電流を変化さぜる方法と， 他の一つは交流ブ リツヂ回路の抵抗
変化によって位相変化さぜ， 放電管を位相制御し， リレーを働かせ電気炉の加熱電流を変化させ，
温度調節する方法 であるの ここに述べるのは調節精度の点に注意して， その動作機構に考察， 実験
を試みたものである。
2. 装置およびその回路
図-1の回路のような温度検出部， 信号増幅部 余熱の供給するための リレ一回路部をもっ装置と，
tßl- 2の回路のような温度検出部と熱供給のための リレー 回路部をもつような2組の温度調節器を
試作した。
更にそれぞれの回路の説明をすれば， 図-1で、はRA， RB， Th で交流プ リッヂを作り， 可変抵抗
RA でブ リッヂの平衡を取る。RBはブリツヂ 平衡を取る場合， 倍率を変えるための切換スイッチで
あり， Thは電気炉に押入するサーミスタ である。 一方電気炉は四ッ口フラスコに絶縁油を入れ，
この油中へ電知線を入れ， 泊を撹伴器で撹持し， 油の場所的温度変化を無いようにしたり このよう
にして作ら れた炉は室温と約700Ç以下の温度差を持っている。更に高温度差を持たせ得るが， 温度
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筆者は入力信号の位相角， 電圧， 交流陽極電流の点弧角， および負偏侍電圧等に次のような仮定
をして 放電管の動作を考察した。
サイラトロンの起動特性を図-3のように仮定すると， 陽極電圧， 電流， グリッド電圧の位相角，
負偏情電圧等の聞に図-4の関係があると考えられる口実際の起動特性は図-3においてABC曲線
で示されるが， 解析を容易にするためABOなる直線を仮想した。 図-4においてoab， o'a'b'は放
電管に加わる瞬時電圧と時間の関係を示し， 曲線oe dab， oe 旬、.'b'は放電管電流の時間的変化を示
し， 曲線pqrsは入力信号電圧の時間的変化， MNは負の偏情電圧をあたえ， 曲線ocb， 0' c' b'， 









更にヤ== n， 与=m とすれば(3.1)は次のようになるの





ニ山一)五五ぷ長+n2 + sin一)云ZJ示言語 (3.3) 
となるが振幅で制御する場合は<7>=0でなければならな\"0従つては.3 )式は次のようになる。
0 1 1 m ー‘n一一一一一一一-... 1 + n 
次にθ=30 ， 450，60ωそして900に対するmnの関係を図示すわ，ば図-5のようになる。 ‘方放電
管電流の変化で最も良くりレーが動作する点弧角は8=900の時である事が容易に分る。それでθニ
90。ならしめるm， nの関係は次のようになる






















。 qz 4.� 0，6 '.1 I.ð 
図-6
n 
















r • Xエマ瓦J丙II ω� ox
M2S2 r 面五函，ωo二三五でMはコイルのアンペアターンに比例する量であり，αは磁路の長さ， 鉄片
が吸引されない場合の位置等に関する量である。 この解析をするためy=土とし上式を変形 する。
ydy + (ω02ぉ一一rヲ) dx=O 円 山j
弘y2十V(x) = constニW
V(x) = :1f2wlloX2一己正















ることが容易に分るo この事は図ー1 および図-- 2においてRnおよびRpを変えること に相当する。
4. 実験および結果
温度計にサーミスタを出来るだけ接近させて， 四ッ口フラスコの一つの口に挿入し， 二つの口か
ら電熱線を取り出し， これを リレー接点を通り電源に接続するo 更にもう一つの口から撹持棒をフ
ラスコ内部に入れ， 油を常に捜持するようにする。 温度の検出および
リレーの動作は前述の様にし この関係図は図-8のようである。
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zo I (Rl'旨舶'-'>1"< I�) ように偏倍電圧が小さし、iまど小さえなる傾向にあ
ることがわかった。 これ等の関係は放電管の振幅
... RA 制御法による結果であるが， 位相制御法において






5. むすぴ -ι 
•• 
常温より1∞。Cにいたる範囲
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とし， m をパラメ 図-13
ーターとした O と ￠ の関係をあ らわす。
図一16は?を一定とし， nをパラメーターとした9とmの
関係をあらわすo
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